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駅頭は小さなドラマの連続だ！ 

 
初当選以来6期２１年間毎日毎朝続ける東武鉄道の

市内６駅での朝の駅立ちは、通算４１００日を超え

ました。私の日々のツィッターのつぶやきから、転

載したものを含め、駅前の様々な市民との出会いや

何気ない駅前の風景、市民の日常を通した暮らしへ

の息遣いをエピソード集としてシリーズでお届け

しています。 
 

 

 

 

 
 

 

越谷市消防音楽隊の定期演奏会の会場

は子どもたちも含めて満席 
 
越谷市消防音楽隊は、

2 月 4 日(日)に第 26

回定期演奏会をサン

シティ大ホールで開

催したため観賞して

来た。この演奏会では、

音楽を通して防火・防

災について市民に啓

発するとともに、消防

音楽隊の活動を紹介する目的で毎年開催され

ているのだが、入場申し込みは毎年抽選となっ

ており、この日も会場の２０００席は、親子づ

れや高齢者等で満席の状態。 

次々に演奏される曲目の最後には、定番の

「バックドラフト」（映画のテーマソング）が流

れると消防隊の誇りと責任が会場を包んだ。 

この曲は１９９１年制作の同名のアメリカ

映画で消防士兄弟の葛藤と日夜火災と戦い続

ける男たちの群像を描いた大作ドラマで有名

となった。放火犯探しというサスペンス・ドラ

マがサブ・プロットになっている。音楽は「パ

シフィック・ハイツ」など近年売れっ子のハン

ス・ジマーが担当した。 

 演奏の合間には、救急隊、レスキュー隊、救

急救命の手法紹介など、全て隊員が演じている

ため迫力もあり、笑いもありで毎年評判となっ

ている。消防局には毎年新採の職員が採用され

るのだが、音楽隊を希望して入庁するわけでは

ないので、音楽隊の維持と練習には苦労してい

る、と以前聞いていただけに、今日の舞台での

演奏には最後まで拍手が続いていた。 

           （２月４日・日曜日） 

一日降り続けた大雪に、あたり一面は真

っ白 

 
 夜更けからぐんぐんと気温が下がり始め、起

床した午前４時過ぎには暗がりの中、あたりは

冷気につつまれた朝を迎えた。 

 この日の朝の駅立ちは中止したのだが、西国

分寺の都立多摩図書館セミナールームを会場

に、午前１０時３０分からの「第５１回議員の

学校」（よくわかる自治体財政の基本とその課

題）の受講のため、せんげん台駅から電車に乗

って参加した。 

主催は NPO法人多摩住民自治研究所。講義は、

①予算審議のポイントと今後の自治体財政②

社会保障関係予算の動向と自治体の福祉施策

で２日間の日程。 

 毎年この講座には、できうる限り参加を希望

しているので今回も参加したが、自治体財政は

その用語や運用が自治体独特であり、徹底して

何度も何度もその基礎を学ぶ必要を痛感させ

られて来たため、何時も新鮮に受け止めている。 

 しかし、昼休み昼食を取っている時間帯から

窓ガラス超しに雪が強く降り始め、横殴りの風

も吹き抜けて行く。あっという間に一面は雪に

覆われ終了時間の午後６時前になっても止ま

ず、帰りの西国分寺駅までの徒歩１０分余りに

衣服の体中に雪が降りかかって来た。 

駅到着と同時に雪を払いのけて冷気のプラ

ットホームで電車を待つ時間が長く、長く感じ

た。（実際は１５分程度だったのだが） 

（２月５日・月曜日）（裏へ続く） 

YouTube の白川ひでつぐ公式

チャンネルの登録者は２５７名

を超えました。引き続き配信を

継続していますので、これまで

のご協力に感謝し、更にご登録

をお願いします。 

Youtube 

 

Twitter Web サイト Spotify 



 岡山県の自動車道路啓開計画は策定す

みだったが。水道企業団の行政調査 
 

 越谷・松伏水道企業団議会の行政調査を、２

月８日、９日の両日、岡山県備南水道企業団と

岡山市水道局に緊急時の迅速な災害対策につ

いて調査して来た。 

 岡山市水道局は、給水人口６９８、６８７人、

給水戸数３３７、５８５戸と越谷・松伏水道企

業団の給水人口３７３、０８６人の２倍弱の対

象となっている政令市。 

 視察施設は、市内にある三野浄水場と水道記

念館で説明を受けた。 

 特に、水源を河川表流水と伏流水、地下水を

浄水した自己水が８割を占め、岡山県広域水道

企業団からの受水が２割となっている。 

越谷・松伏水道企業団が給水の９割を埼玉県

広域水道企業団と比較して大きな違いだった。 

更に、平成３０年７月の豪雨災害に対して浸

水、停電対策やデジタル化の推進に取り組んで

来ていた。ただ人口規模が大きく、給水地区が

広範囲であるため管路耐震化が５０、２％と低

く今後の耐震化のための費用の捻出を水道料

金の引き上げで対応せざるを得ないのだが、市

民の了解が困難な状況も説明された。 

私から、質問した。元旦の能登半島地震に対

する石川県の初期対応の遅れの原因の一つに

「自動車道路啓開計画」（災害時に道路が寸断

された場合に備え、事前に地元の土木業者等と

県が連携して作業が開始出来る計画）が石川県

では策定されておらず、救急車や給水車等の現

地派遣が困難を極めた。（自衛隊が３００人初

動で投入されたが、自衛隊車両は特殊車両であ

り、少々の道路寸断でも乗り越えて行く。その

ため自衛隊が啓開した後の道路では通常車両

では通行困難となる）岡山県ではすでにこの計

画は策定されているのだが、能登半島地震を教

訓にこの計画の見直しや検証が必要では、との

質問に検討します、との回答だった。 

また、敷地内にある水道記念館は子ども達で

も楽しめる工夫がしてある様々なコーナーが

常設されていた。   （２月９日・金曜日） 

 映画「夢みる校長

先生」の自主上映会

に参加 
 

 市民団体「フリースペ

ースえんぜる」が主催す

る上映会が所沢市松井

公民館で開催された。本

年早々に立ち上げた一

般社団法人ソブリンム

ーブメント（私は副理事

長）をはじめ他３つの市民団体が協賛団体とな

っている。会場参加者には親子連れや女性が目

立ったが、所沢市長や超党派の地方議員も多数

参加していた。この映画は「いただきます」シ

リーズのオオタヴィン監督が「教育」をテーマ

に制作した映画「夢みる小学校」のスピンオフ

作品で、“子どもファースト”な学校改革を行っ

た 6つの公立学校の校長先生にスポットをあて

たドキュメンタリー。 

「60年前から通知表や時間割のない「総合学習」

を続けてきた長野県伊那市立伊那小学校、2020

年度の通知表を廃止した神奈川県茅ヶ崎市立

香川小学校、校則をゼロにした東京都世田谷区

立桜丘中学校、宿題を廃止した東京都武蔵野市

立境南小学校などを取材するほか、元文部科学

省事務次官の前川喜平、教育評論家の尾木直樹

ら専門家にも話を聞く。小泉今日子がナレーシ

ョンを務めた。」 

 上映会後は、夢みる“保護者” 夢みる“市民”

夢みる”先生“夢みる“校長先生”夢みる”教

育委員会“夢みる”PTA“夢みる〇〇etc…など

『” 夢みる〇〇“所沢でできること』 

をテーマに今回の企画が市民運動の小さな契

機となって行くことを感じる集会だった 

          （２月１８日・日曜日） 

 

なかなかやれないよ、俺もがんばるよ 

 
 今朝の駅立ちは、北越谷駅東口で、通常通り

午前５時５０分から、市政レポートの配布を開

始した。 

 午前８時前に高齢男性から笑顔で、いやーよ

くやっているね。こんなに長くなかなかやれな

いよ、んー俺もがんばるから、と話しかけられ

た。はい、そんな声が続けられる秘訣です、と

応じた。ほんの数分の会話だった私もがんばり

ます。       （２月１９日・月曜日） 


